
【取組内容①】スプレッドシートを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」の充実（複線型の授業）

久喜市立砂原小学校（埼玉県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-8

①

①学習方法の選択（複線型）
「1人で」「友だちと」「先生と」
毎時間、どのように学習するかを自

分で決めて行ったことで、自己決定力
の育成を図った。友達の考えをノート
に写すだけの児童が減り、意欲的に授
業に参加する児童が増えた。

②

②スタディログの蓄積
１単元の振り返りを1枚のスライドで
行なうことで、自分の振り返りから学ぶ
ことができる。

③
③他者参照
友達の振り返りからも学ぶことができ、

多様な気付きを通した思考の深まりにつ
ながっている。


